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１．はじめに―歩きへの思い―
　伊豆半島の天城山系の南側に位置する村々には、イノシシやシカを獲物
とする猟師がいる。川の漁撈や山での山菜採りも実施されている。この地
域の住民にとって、山河は魅力的な生活の糧を得る場であり、山河を歩き
回ることは日常生活の一部である。しかし、それはありきたりの日常を超
えた特別な体験ともなり得る。山猟師がイノシシ猟の様子を語るとき、「俺
は山を歩いているのだが走って（現地語では「トンデ」）いるようなものだ」
と言っていた。その時の歩行は、日常の歩きではない特別な歩行になると
いう。
　五木寛之の『風の王国』という小説に翔ぶように歩く人々が描かれてい
た。五木（1985: 84）は「足にもレーダーがある。それを活かせば目をつぶっ
ても歩けるようになるはずだ」と書いた。また、翔ぶように歩く人々の集
まりの支部が伊豆山権現・奥の院に設定され、東京から伊豆山への疾走な
らぬ大疾歩（五木は「おおのり」と読ませる）の場面に歩きへの集中すな
わちウォーカーズ・ハイが描かれている（五木 1985: 180−200）。そして、
その人々は歩くことによって自由と自立、そして自然と共に生きる方向へ
導かれるという。
　歩きに思い入れがある人々は、遍路や修験道、巡礼者、僧侶（千日回峰）、
山岳部、ワンダーフォーゲル、オリエンテーリング、ダンサーなど様々に
存在する。四国遍路の先達のとある僧侶は、長いお経を読んだり長く歩い
たりしていると、「漂い始める」と語った（板垣2004: 27−28）。そして四
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国遍路は八十八箇所を移動することだけでなく、歩くことそのもの、そし
て人と出会うことに意義があるという（佐々木 2004: 4−7、木下 2004: 12
−13、板垣 2004: 30−31）。さらに何かしら「感得」するものがあるとい
う（板垣 2004: 28）。彼らは空間的などこかへたどり着くための歩きでは
なく、身=心的な超歩行を指向し、そして「感得」へとたどり着くことを
目指しているのである。
　筆者は、ボールルーム・ダンス（日本では社交ダンスと呼ばれることも
ある）の歩行に着目した。ボールルーム・ダンスの指導者およびダンサー
は、美しく見えるラインを追求しているのではなく、ある種の翔ぶような
歩行によって実現するなめらかな動きを目標としている。ボールルーム・
ダンスに美しさの追求がないという意味ではない。様々な人がその個性を
保持しつつ、その歩行をすることによって発生する、多様な、時として意
外な美しさが期待されているのである。なお、本稿においては、ボールルー
ム・ダンスの基礎となる歩行を、歩行一般と区別して＜歩行＞と表記する。
２．研究の対象―ボールルーム・ダンスを通して歩行を探る―
　板垣（2007a）を参照しながら、以下ではボールルーム・ダンスを概観
する。ボールルーム・ダンスとは、男性と女性が二人一組で音楽に合わせ
てフローリングのダンスフロアを、基本的には歩き回るダンスである。こ
のダンスをする機会としては、練習場での訓練、発表会、仲間同士で集まっ
ての練習会、パーティなどがある。ボールルーム・ダンスの競技会の種目
は、スタンダード５種目（ワルツ、タンゴ、スローフォックストロット、
クイックステップ、ウィニーズワルツ）、そしてラテン・アメリカン５種
目（キューバン・ルンバ、チャチャチャ、サンバ、パソドブレ、ジャイブ）
である。
　英国王立ダンス教師協会（Imperial Society of Teachers of Dancing: ISTD）
の教則本（ISTD 1998）によれば、ボールルーム・ダンスには３歩から６
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歩程度の＜歩行＞で構成された標準的基本ステップ（ベーシック・ステッ
プと呼ばれる）がある。ステップでは、回転したり横に移動したりするが、
基本は＜歩行＞である。音楽に合わせて、ステップを組み合わせてダンス
フロアを歩き続ける。ステップを続けるうちに、浮遊（フローティング）
感が発生し、それもボールルーム・ダンスの楽しみのひとつであるといわ
れる。四国遍路の先達の僧侶が、長くお経を読んだり、長く歩いたりして
いると「漂い始める」と発言していることと共通している。
　また、ボールルーム・ダンスには、重要な特徴がある。それは即興であ
る。音楽の展開や相手との調和、そしてフロアーの混雑などを斟酌しなが
ら、ぶつからないように、なめらかに、即興的にステップする。これが、
振り付けによる舞踊とボールルーム・ダンスが根本的に異なっている点で
ある。
　ボールルーム・ダンスは二人でステップするのが完成形であるが、単独
で前進と後退の＜歩行＞する練習が存在し、「ウォーク（walk）の練習」
と呼ばれている。指導者が「ウォークの練習」と声をかければ生徒たちは
鏡に向かって横一列に並んで、前進後退する。筆者の参与観察によれば、
前に歩くと「前バランスにならないで、センター・バランスで」と教えら
れ、後ろに歩くと「バック・バランスにならないで、センター・バランス
で」と言われるが、一体、「センター・バランス」とはどんなバランスだ
ろうか。「姿勢をまっすぐにして」「足をスイングアウトして」「両足が開
いたとき、体重は前足のヒールと後ろ足のボールの間に均等に・・・」と
教えられて歩くのだが、グラグラして、無駄な力が入る。ほかの生徒の歩
行も指導者の歩行とはかけ離れている。
　上記の「センター・バランス」と同様と思われる言葉として、ロンドン
のダンス指導者は「センター・グラヴィティ」という言葉を用いた。さら
に横浜の日本人の指導者の一人は、バッキンガム宮殿の衛兵交代の歩行、
つまりジョニーウォーカーというウイスキーのラベルの歩行を見ればわか
るように、英国において歩行は、両足が開いたときに体重は均等なのであ
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ると語った。同じ指導者は「ロンドンでは横断歩道を急いで渡る女性も走
らないんです。大股でこうやってセンタ ・ーバランスで急いで歩くんです」
とも言っていた。しかし、日本人の生徒達、少なくとも初心者は、ダンス
フロアで見る限り、前足が着地したときにしばしば後ろ足に体重はない。
　以下、「センター・バランス」の謎、そしてそのバランスを保った＜歩
行＞を研究しよう。
　
３．先行研究―身体技法としての人類の歩行―
　「身体技法」とは「人間がそれぞれの社会で伝統的な容態でその身体を
用いる仕方」である（モース 1976 [1968]）。ドイツではノコギリを押して
木を切り、日本ではノコギリを引いて切るのは身体技法の文化による多様
性を示している。身体技法とは、広い意味で文化の一部であり、学習した
身体の用い方である。
　モース（1976 [1968]）は、歩行を身体技法の一種と捉えて英軍と仏軍
の行進の違いを指摘し、また、フランスの女性の歩行とは異なるアメリカ
の看護婦の歩行についても言及した。地域によって歩行する様子、すなわ
ち歩容が異なると考えられる。
　直立二足歩行は人類の特色でもある。そして、人類の歩行には様々なバ
リエーションがあり、唯一の正しい歩行というものを想定するのは困難で
ある。本研究は日本人のボールルーム・ダンスの＜歩行＞に着目している
ので、板垣（2007a: 30）のまとめを参照しながら、まず日本人の歩行に
ついての先行研究を概観し、それからボールルーム・ダンスの＜歩行＞に
話を進めよう。
　香原志勢（1975）は、日本人の歩行を前屈みの膝歩行であるとした。
野村雅一（1983, 1996: 12）は、日本人は、鼻緒がある履物の影響で親指
に体重をかけ、西洋では拇指球に体重をかけると指摘した。野村（1996: 
20）は、香原（1975: 104−111）を引用しながら、日本人の歩容について、
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「前かがみになって、しかもナンバ風に歩くと、体重が前足に乗りすぎて、
どうしてもからだが左右にひどく揺れてしまう。そのうえ、膝を曲げたい
わゆる『膝歩行』をすると、能などの摺り足でもないかぎり、足は腰と膝
で別々に振り子運動をおこし、上下にも揺れる」という。また、野村（1996: 
17−18）は右腕と右脚が同時に前に出るというナンバの上体の動きにつ
いて言及し、馬の側対歩がヒトのナンバであり世界各地に見られるという。
　川田順造（1992）は、日本人の膝歩行とフランス人の腰歩行、そして
西アフリカの胴と腰で調節された歩行を比較し、これらの歩容の違いは、
それぞれの地域の運搬方法と関係があると指摘した。すなわち、日本人は
天秤棒や背負い型の運搬、フランス人は両肩ベルトを用いた重心の高い背
負い運搬および曲げた前腕に下げる運搬、そして西アフリカ人は頭上運搬
をしており、各地の歩容はその影響をそれぞれ受けているという。
　次にスポーツと武道の分野における歩行の研究を概観しよう。甲野善紀
（2004）や甲野善紀・田中聡（2005）はナンバと呼ばれる歩行について研
究した。彼らはナンバ歩行において、前足が着地した時、重心は前足の上
もしくは、前足よりもさらに前にあるという。
　小田伸午（2005: 118）は、短距離走の2軸走法と競歩の常足について研
究したが、重心に関する言及は明らかでなかった。
４．本稿の目的と方法―課題は「重心」である―
　ボールルーム・ダンスの歩行は、一般にナチュラル・ムーブメントであ
ると言われる（Scott 1920、Malnig 1992、永井 1991、田中 2002）。ナチュ
ラル・ムーブメントとは、バレエのような型にはまった動きではない。そ
こに型から自由になろうとする、モダニズムを垣間見ることができる。
　「ナチュラル」という言葉を理解するためには、ダンスの歴史を知る必
要がある。Malnig（1992: 2）によれば、「ボールルーム・ダンスは20世紀
初頭の『ソシアルダンス革命』によって実現したもので、より自由な制約
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の少ないフォームから成立する（筆者訳）」という。永井良和（1994: 84）
は「ボールルーム・ダンスは古典的なバレエにあった窮屈な運動に対する
アンチ・テーゼとして『ナチュラル・ムーブメント』という概念を提出す
るところに始まっている。ある意味ではモダン・ダンスと同じ意識を共有
していたわけだ」という。
　Novack（1990: 31）によれば「20世紀のバレエは、身体を古典的な動き
の言語にはまるように訓練すべき道具としていた・・・（中略）・・・他方
で、30年代、40年代のモダン・ダンサーはより内面の感情を表出する表
現主義的身体の見方をもっていた。大戦後、身体はより抽象的、客観的に
とらえられるようになった（筆者訳）」。「ホーキンスは第２次世界大戦後
のダンスを追求した人だが、かれはキネシオロジーや禅について学び、科
学的および哲学的な知見とも関連したムーブメントの身体感覚を強調した
（同上: 30、筆者訳）」。「彼は、禅によって身体に強いることなく動きを発
生させる方法を発見できたという（同上: 31、筆者訳）」。
　ボールルーム・ダンスにおける自然な動きへの革命は、第１次大戦前に
始まっていた。そして、それはウォーキング、すなわち＜歩行＞から始まっ
た。シルベスター（2005: 11）は、1914年の大戦前にクラブで踊っていた
若い世代から「＜歩行＞の自然な動きに基づいたスタイルが作り出された」
という。Scott（1920: 158）によれば、「＜歩行＞の軽さは、いつにバラン
スの適切な調節と足が床の上を滑走する際の衝撃を避けることにかかって
いる（筆者訳）」という。ボールルーム・ダンスは、型から自由になると
いう点でモダニズムであるが、モダン・ダンスの表現主義的身体を追求す
ることはなく、「ナチュラル・ウォーク（自然な＜歩行＞）」を追求した。
　上述のScottのいう「バランスの適切な調節」が、日本における指導場
面では「センター・バランス」、ロンドンで「センター・グラヴィティ」
という言葉で表現されたものではないだろうか。
　以下に、英国王立ダンス教師協会の教則本（ISTD 1998:8）の前進＜歩
行＞を引用する。
129
板垣　ボールルーム・ダンスの歩行に関する比較人類学の試み―歩行を身体技法として分析する―
　両足を揃え、まっすぐな姿勢で、体重は足のボールの
方へわずかに前方へ保って立つ。片方の足のボールをフ
ロアーにコンタクトさせながら、脚をヒップから前方に
スイングする。その時トーをわずかに上げ、ヒールはフ
ロアーを軽く滑らせる。ヒール（前方にスウィングする
足のヒール）が後ろのトー（支え足のトー）を通過する
と同時に、後ろ足のヒールはフロアーから離され、そし
て両足が大きく開かれた時、体重は前足のヒールと後ろ
足のボールの間に等しく置き、前の膝は真っすぐに、後
ろの膝はわずかに曲げられる。そして体重が前方に移動
すると同時に、前のトーはロアーされる（降ろされる）。
後ろ足は先ずトーで、次にボールでフロアーを滑らせな
がら両足が揃うまで寄せられ、さらに次のステップへ前
進を続ける
　この記述には「体重」という言葉が使用されているが、指導者が「セン
ター・バランス（センターで釣り合っている）」とか「センター・グラヴィ
ティ（センターに重力を感じる）」という言葉を使って＜歩行＞の指導を
することを考え合わせると、膝の曲がり具合や、足の裏が床に降ろされる
際の微妙なタイミング、後ろ足が動いている時も床に接していることなど
の細かい点を記述して、重心の移動を表現しようとしていると考えられる。
　筆者は東京、横浜およびロンドンにおいて、ボールルーム・ダンスの＜
歩行＞の指導を参与観察し、指導のために発せられたコメントをKJ法（川
喜田 1998）で統合化して、コメントに出現する用語の構成を分析した（そ
の結果は、板垣2006、2007a、2007b、2007c、2008を参照）。そこで、筆
者の疑問として残ったのは、指導者が使った「重心」という言葉である。
例えば、「重心は、足の上とも、パートナーとの接点とも異なる、第三の
場所を動いている」という指導者の発言があった。また、「重心」という
言葉は「体重」および「中心」と同時に発言されることがあった。「体重
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を相手に向けて相手の中心を捉える。自分の重心は保っている」「体重を
向けないと相手は不安になって良くない」「重心を保たないで体重を預け
ると相手に重くなって良くない」などである。
　また、ロンドンの指導者は筆者に向かって「日本人はこうやって歩く」
と前のめりに歩いてみせた。そして急いで「これは日本の文化だ。何も問
題はない（nothing wrong）。しかし、ボールルーム・ダンスの＜歩行＞に
はセンター・グラヴィティが必要だ」と言った。「センター・バランス（セ
ンターで釣り合っている）」そして「センター・グラヴィティ（センター
に重力を感じる）」という表現は、日本人が前進歩行する際の重心のあり
方―常に前よりに重心をおいていること、体重と一体化して重心が前へ動
くこと―を修正するために採用されていると考えられる。
　そこで、問われるのはボールルーム・ダンスにおいていかなる「重心」
で歩くのかである。本稿の目的は「センター・バランス」「センター・グ
ラヴィティ」とはいかなる身体状況を示すのかを、「重心」という視点か
ら解明することにある。本稿において「重心」をcenter of gravity （重力の
中心）と定義し、一人で＜歩行＞するとき、および二人が音楽に合わせて
ステップするときに、重心は身体のどの部分にあり、どのように体内及び
空間を移動するのかを解析する。二足歩行をする場合に、体重は左右の足
に交互にかかるのは当然だが、本論文においては、重心も左右の足に動く
のか、あるいは、重心は動かないのかを明確にしたいと考えている
　具体的には、以下に記した競技選手の歩行を日本人のボールルーム・ダ
ンスにおけるトップレベルの＜歩行＞と仮定して、彼らの＜歩行＞時の重
心の解析を通して、重心から見たボールルーム・ダンスの＜歩行＞の特性
を明らかにする。日本人の競技選手（女性と男性、ラテンアメリカン・ダ
ンスA級、2004年東京都知事杯優勝、2005年全日本10ダンス選手権４位）
の歩行およびステップを、2008年に（株）ナックイメージテクノロジー
の協力を得て、3次元動作解析を実施した。二人の競技選手には、重心計
算に必要なマーカーをつけてもらい、一人で歩行している時と二人でス
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テップしている様子をハイスピード・カメラで撮影し、重心の位置をアプ
リケーションソフトSIMMによって算出し、３Dスティック画像に視覚化
した。重心の位置と重心移動の特性を明らかにした上で、ボールルーム・
ダンスの特徴と関連付けて考察し、さらに通文化的な比較を加える。
　本研究では、女性と男性が一人で＜歩行＞するときと、ペアでキューバ
ン・ルンバのベーシック・ステップをするときの重心計算を実施した。本
稿で分析するのは、女性のひとりの＜歩行＞９歩程度、8.63秒と、男性と
女性の二人が組んだキューバン・ルンバのベーシック・ステップ12歩程度、
8.85秒である。男性と女性のひとりの＜歩行＞は類似していたので、女性
の＜歩行＞を図に示し、分析した。
５．本研究の意義　
　ボールルーム・ダンスの＜歩行＞を身体技法として研究することに意義
がある。人類に共通の正しい歩行があるのではなく、文化による多様性が
あるということを受け入れて研究するということである。様々な歩行の比
較の面白さがあることも明らかになるだろう。
　前述のように、ボールルーム・ダンスの＜歩行＞は「ナチュラル」な動
きと言われているが、日本人の日常の歩行とは異なる特性をもっているた
め、日本人にとっては「ナチュラル」とは言えない。また、アメリカ人に
とっても＜歩行＞の学習は、永遠に続く困難（endless straggle）かと思わ
れたと報告されている（Marion 2008: 8）。
　その背景を考えると、例えばキューバン・ルンバ（ボールルーム・ダン
スの中のラテンアメリカン・ダンスの１種目）は西アフリカ系とスペイン
系、キューバの在来の人々の動きが混合したキューバのルンバをヨーロピ
アン・ソシアルスタイルにアレンジし、英国のダンス教師協会が標準化し
たため、アフリカの人々、スペインの人々、キューバ在来の人々、そして
ヨーロッパの人々の歩行の特性が複雑に融合していると言われている。こ
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のような多様な文化の融合が＜歩行＞の練習を難しくしているかもしれな
い。
　本研究においては、これまで曖昧であった重心について、３次元動作解
析法を用いて視覚化する点に意義を主張できるだろう。
　＜歩行＞は、それを会得していない初心者であっても、共に歩く人にう
まく誘導されて偶発的にできることがある。偶発的でも、その初心者は、
その＜歩行＞の素晴らしさに気づくことができる。その感覚を覚えておく
ためにも、言語化や視覚化が必要であることも書き添えておきたい、
　
６. 結果と考察
　（１）３次元動作解析の結果
　左右の足への体重移動に影響されることなく、重心は腸骨先端と仙骨で
形成される三角形の内側のやや下付近で安定しており、わずかに左右に∞
の図を描くような動きをしている（図１）。＜歩行＞時の重心は、左右の
足の上に移動することはなく、左右の足の前に出ることもない（図２）。
ペアのステップの重心移動の軌道については、女性は滑らかな曲線を描く
ことが判明し、男性の重心には左右への揺れが見られる（図３）。すなわ
ち女性の重心は、＜歩行＞時およびステップ時には、腸骨先端と仙骨の三
角形の内部で安定したままなめらかに（ジグザグすることなく）空間を移
動することが確認され、男性については、ステップ時に重心がやや左右に
揺れることが確認された。
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図1　＜歩行＞の重心（３D画像・正面から）
腸骨先端と仙骨1番で
形成される三角形
重心
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図2　＜歩行＞の重心（３D画像・横から）
重心
重心の軌跡
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終了
終了
女性の重心
開始
男性の重心
開始
50cm
図3　ステップ時の重心（上から見た場合）
（２）重心とスイングそしてコネクション
　「センター・バランス」「センター・グラヴィティ」とは、重心が、腸骨
先端と仙骨が形成する三角形の内側付近に安定して位置して、左右の足へ
の体重の移動に影響されて前後左右に動くことなく、空間をなめらかに移
動していることである、と結論付けることができよう。「センター・バラ
ンス」の重心は、左右の足へ体重が移動したときにも、前後左右へ動くこ
とはない。
　身体のセンターで安定した重心を越えて、体重が左右の足へ揺れること
でスイング感、浮遊感が生み出されると考えられる。体重が部分的に重心
を追い越して、前足に移動し、後ろ足に残った体重がまた部分的に重心を
追い越して前足に移動するので、体重がブランコのように揺れる。ブラン
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コのようなスイングが楽しめるのである。
　このような安定した重心を保ち、相手の中心を捉えて＜歩行＞する技法
が、ペアでステップする際の２人の「重心と重心の関係の安定」につなが
り、即興の方向もお互いに伝わる。これがコネクションである。
　ロンドンの指導者は、ペアでステップする際に注意すべき点を「ペアで
ステップする時には、トゥウォーズする」と発言した。「トゥウォーズ（終
着のない方向性を示す言葉であり、「～の方へ」と訳される）」とは、相手
のスペースに乗り込んでしまうことなく、もたれかかって重くなることも
なく、相手の方へ体重を向けることである。これは二人でステップするた
めに必要なつながり、つまり、「コネクション」のための指導である。「コ
ネクション」は二人が心身状況の情報を授受し、体重でコミュニケーショ
ンしながら動くことを実現する技法である。日本人指導者の「体重を相手
に向けて相手の中心をとらえ、自分の重心を保つ」という発言と考え合わ
せると、体重と重心を分離することが重要である。
　重心が、身体の中心付近の外に出ないことが、二人でよい間合いを取り
続けることに貢献する。身体と身体が接してダンスするボールルーム・ダ
ンスの場合、自分の身体の外に重心が出て、自分の身体が相手の身体にぶ
つかることになれば不都合が発生する。香原（1975）や野村（1996）が
日本人の歩行として描写したような上下左右に揺れる歩行は、体重と重心
が一体化した歩行であったかもしれない。このような歩行の場合、組んで
踊った際にはお互いにずれたりぶつかったりして、ステップを続けること
が難しい。
　重心を体重と分離する＜歩行＞の技法が、スイングとコネクションにつ
ながると考えられる。
（３）ナンバとの比較
　ナンバと呼ばれる歩き方は日本人の特徴と言われるが、そこには、二つ
の側面がある。一つは身体の動きであり、右脚右腕をそろえて前に出した
137
板垣　ボールルーム・ダンスの歩行に関する比較人類学の試み―歩行を身体技法として分析する―
半身の構えがナンバと呼ばれる。こちらは伝統芸能研究に見られる定義で
ある（野村 1996: 17-18）。この上半身と脚部の相互関連については、今後
の課題としたい。
　もう一つの側面が本稿で取り上げている重心である。ナンバの重心は「前
足の上かそれより前」にあり、体重を前に落とすという（これは武道、と
くに居合の分野に見られる定義である。甲野 [2005] 参照）。
　ボールルーム・ダンスの＜歩行＞では、前足が着地した時、体重は両足
の間にあり、３次元動作解析によって重心も両足の間で中心部にあって、
前足の上あるいはそれより前に出ることはないことが判明した。上記のナ
ンバの重心（甲野 2005）とは好対照をなしていると言ってよかろう。かつ、
重心は身体内部を大きく移動することがないことがわかった。
　歩容に関しては、振り出した足の膝が伸びていることから、今回計測し
た二人の競技選手のボールルーム・ダンスの＜歩行＞は、香原（1975）
や川田（1992）が指摘した日本人の前傾姿勢で前後左右上下に揺れる膝
歩行とは明らかに異なり、英国王立ダンス教師協会が指導する歩行（ISTD 
1998: 8）のスタンダートに近いということができよう。しかし、二人で
組んだステップにおいて男性の重心が左右に揺れており、女性の場合は２
次元動作解析（板垣 2007a）によって前傾姿勢が確認されたことには、上
述の日本人の歩行の特徴が出ているかもしれない。
（４）ロンドンとの比較
　日本人指導者は、身体の中心を丹田として、腹部を指差して中心を示す
が、ロンドンの指導者は、身体の中心として背骨を意識しろと発言してい
た。国際大会で決勝に残った経験がある指導者は、胸椎と腰椎の境目あた
りを意識していると語っていた。ハラが重要であるのは日本人の身体につ
いての言説（斎藤 2000、安田 2006; 2014）の特徴であるが、ハラに重心
を置く場合は、背骨に重心を置くよりも前かがみとなる可能性は否定でき
ない。それによって、ボールルーム・ダンスの見え方も変化するだろう。
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センター（身体の中心）の位置がどこと考えられているのかについては、
今後の研究が必要となる。
　「センタ ・ーバランス」が評価されることはボールルーム・ダンスのコミュ
ニティ（Marion 2008）で学習され、共有され、伝承されている。しかし、
筆者が観察した国際的な競技会（2007年のロンドン・インターナショナ
ルチャンピオンシップと2008年の全英選手権大会）において、日本選手
の多くが準々決勝まで残ることなく予選で敗退したことを考えあわせる
と、「センター・バランス」を理解していることと、できるかできないか
は別である可能性も指摘しなければならない。日本人の初心者にとって、
英語にLとRの発音に違いがあることを理解はしていても、発音できるか
どうかは別であるのと同様である。
　ボールルーム・ダンスのような、「より速く・より高く・より遠く」の
みの評価では勝敗が決まらないアート・スポーツと言われる分野において、
競技に勝つためには文化的な対策が必要となる。重心の置き方によってバ
ランスを崩しているように見えるならば、正確にステップしていても、評
価が高くないということになる。評価される重心とバランスで動くための
知恵が、指導法に凝縮、伝承されている。そこで、ボールルーム・ダンス
の場合、指導者は用語に注意する必要がある。すなわち、重心（center of 
gravity）、体重（weight）、中心（center）を定義して、使い分けることが重
要である。これらの位置と動きの組み合わせによって、多様な歩行が可能
となる。同時に、文化は変化するものであり、意外性も評価されることが
あるので、組み合わせが硬直しない注意が必須である。
　イギリスでセンター（身体の中心）と考えられているのが、腸骨先端と
仙骨が形成する三角形の内側付近かどうかは、保留が必要である。今後、
英国人競技選手の＜歩行＞とステップの３次元動作解析を実施できれば、
より一層、身体技法としての歩行の考察を深めることができるであろう。
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（５）禅と歩行
　次に視野を広げて、座禅、歩行禅においても、「センター・バランス」
が見られる可能性を指摘したい。
　座禅が、何時間でも座っていられる究極のバランスによって地球と繋が
り、そこに身＝心の安定も得られるものであるならば、その地球とのバラ
ンスを得ることができれば、歩いていても座禅と同様の安定を得られる、
すなわち動的禅となるだろう（松尾 2016: 195）。また、四国遍路の調査に
おいて筆者は、先達の僧侶が「センター・バランス」で歩行していること
を観察している。なお、椅子での座禅では背骨を意識するという（曹洞宗
公式サイト・曹洞禅ネット「坐禅の作法」）。
　前かがみで転ぶように歩いている人々が、禅によって「センター・バラ
ンス」のひと時を過ごし、その穏やかな心地よさを楽しんでいるとすれば、
素晴らしい「身体の冒険」（The body’s endeavors: Novack 1995）と言える
のではないだろうか。すでに書いたように禅は、文化的に強制された型か
ら自由になり無理のない動きを目指したホーキンスのダンスにも影響を与
えたのである。ボールルーム・ダンスも、禅と類似した日常と異なるバラ
ンスによって歩行する「身体の冒険」といえるのではないだろうか。
　型からの解放という視点は、文化によって拘束されやすい面と、身体の
解剖学的生理学的側面に着目する面を併せ持つ人類が続けなければならな
い挑戦であろう。型からの解放の型を作って安心し、解放の型をコピーす
るような本末転倒に陥ることがないように注意しながら、わかったかに感
じた重心というものにも縛られることなく、その時の最適な重心を探し続
けることが必要となるだろう。
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